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境界１において，古安田層と西山層の境界面の性状を確認した。

低角度②－１及び低角度②－２において，条線の方向及び変位センスを確認した。
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1.1 V2立坑における分析概要

西山層風化部1
西山層1

境界1

低角度②-1 低角度②-2Ｖ2立坑横坑部試料採取位置



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

古安田層と西山層の境界面

は，不規則な凹凸をなし，

鏡肌や条線は認められない

ことから，不整合面と判断

される。
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1.2 古安田層／西山層境界の性状分析（１）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

古安田層と西山層の境界面は，3次元的にも不規則な凹凸をなしていることから，不整合面

と判断される。

Ｖ２断層は，不整合面をなしている古安田層基底面に変位・変形を与えていないことから，

少なくとも古安田層堆積以降の活動はないと判断される。
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1.2 古安田層／西山層境界の性状分析（2）



Y面は，他の構造を切る平滑な
面として認定される。

P面は，粘土鉱物及び細片の長
軸が一定方向に配列することで
認定され，右ずれの断層の場合
はＹ面に対して反時計回りに
φ/2（0＜φ/2＜30°程度，
φ：内部摩擦角）の角度だけ斜
交して生じる関係がある（左ず
れの断層の場合は時計回り）。

R1面は，P面とは反対の傾斜で
P面の構造を切るせん断面とし
て認定される。

変位センスは，Y面とP面及び
R1面との配置から推定される。
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1.3 低角度断層の性状分析（複合面構造の認定方法）



低角度断層②の条
線の方向は，褶曲
軸に高角度で交差
する関係にある。

7

1.3 低角度断層の性状分析（低角度断層の条線方向の確認）

断層面の走向N24E

N24E20W ※ 走向・傾斜は偏角補正済



研磨片及び薄片は，断層面に直交，

かつ条線に平行な面で観察した。

低角度断層②の粘土に含まれるNW方向下がりの細片の長軸方向の配列がP面

と判断され，この構造を切るSE方向下がりのせん断面がR1面と判断される。

断層面との配置から，上盤側がSE方向へ向かう逆断層変位が推定される。
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1.3 低角度断層の性状分析（変位センスの確認（低角度②－１ 研磨片））

走向N24E

※ 走向・傾斜は偏角補正済



低角度断層②の粘土部にみられるNW方

向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP

面と判断され，断層面との配置から，

上盤側がSE方向へ向かう逆断層変位が

推定される。
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1.3 低角度断層の性状分析（変位センスの確認（低角度②－１ 薄片））
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Ｆ３-①-１～Ｆ３-①-３において，壁面の複合面構造を観察し，変位センスを確認した。

Ｆ３-②-１において，ブロック試料を採取して，条線の方向及び変位センスを確認した。

境界１において，沖積層と西山層の境界面の性状を確認した。

境界２において，古安田層と西山層の境界面のすべり面の条線の方向及び変位センスを確認した。
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2.1 F3立坑における分析結果

Ｆ3立坑試料採取位置

Ｆ3-②-1

境界１

Ｆ3-①-1

Ｆ3-①-2

Ｆ3-①-4

Ｆ3-①-3

Ｆ3-②-2



Ｆ３-①-１及びＦ３-①-２では，Ｆ３断層粘土部に含まれるNW～WNW方向下がりの細片の系統

的な配列がP面と判断され，この構造を切るSE～ESE方向下がりのせん断面がR1面と判断される。

断層面との配置から，上盤側がSE～ESE方向へ向かう逆断層変位が推定される。
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2.2 Ｆ３断層の変位センスの確認（壁面の複合面構造（１））

壁面の複合面構造の状況（F3-①-1） 壁面の複合面構造の状況（F3-①-2）



Ｆ３-①-３では，Ｆ３断層粘土部に含まれるWNW方向下がりの細片の系統的な配列がP面と判断され，

断層面との配置から，上盤側がESE方向へ向かう逆断層変位が推定される。
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2.2 Ｆ３断層の変位センスの確認 （壁面の複合面構造（２））

壁面の複合面構造の状況（F3-①-3）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

Ｆ３断層②の粘土部には，NW-SE方向の不明瞭な条線が認められる。

条線の方向は，褶曲軸に高角度で交差する関係にある。
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2.2 Ｆ３断層の条線方向の確認

：N66W18S

※ 走向・傾斜は偏角補正済



Ｆ３断層②の下盤側には，WNW方向下がりの砂粒の配列が，上盤側にはESE

方向下がりのせん断面が系統的に認められ，それぞれP面，R1面と判断され

る。断層面との配置から，上盤側がESE方向へ向かう逆断層変位が推定され

る。
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2.2 Ｆ３断層の変位センスの確認（ F3-②-１研磨片）

研磨片及び薄片は，断層面に直交，

かつ条線に平行な面で観察した。

走向N66W

※ 走向・傾斜は偏角補正済



Ｆ３断層②の粘土部にみられる WNW

方向下がりの系統的な粘土鉱物の配

列がP面と判断され，断層面との配置

から，上盤側がESE方向へ向かう逆

断層変位が推定される。
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2.2 Ｆ３断層の変位センスの確認（ F3-②-１薄片）



沖積層基底面に条線及び鏡肌

は認められず，断層を示唆す

る変形構造やせん断構造は認

められない。

沖積層基底面には細かい凹凸

がみられ，不整合面と判断さ

れる。
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2.3 沖積層と西山層の境界面の性状分析（地質観察）

試料採取前詳細スケッチ

沖積層

※ 走向・傾斜は偏角補正済



ブロック試料を採取した境界１の沖積層から西山層にかけて帯磁率を測定した。

沖積層は西山層に比べて高帯磁率を示す。また，金属光沢を示す鉱物を多く含む。

沖積層が高帯磁率を示すのは磁性が高い鉱物を多く含むためであり，そのため密度が高く，ＣＴ画像では白く

表示されるものと考えられる。
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2.3 沖積層と西山層の境界面の性状分析（帯磁率測定）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

古安田層基底面は，部分

的に鏡肌を有する平滑な

面となっており，境界面

に条線が認められる。

条線の方向は，西山層上

限面の最大傾斜方向に近

い NNW-SSE方向を示し

ている。
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2.4 古安田層と西山層の境界面の性状分析（条線方向）

N40W8W

※ 走向・傾斜は偏角補正済



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

境界２のブロック

試料の研磨片観察

では，古安田層と

西山層の境界面に

複合面構造は認め

られない。
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2.4 古安田層／西山層境界の性状分析（変位センスの確認-研磨片観察）

走向N40W

※ 走向・傾斜は偏角補正済

研磨片及び薄片は，断層面に直交，

かつ条線に平行な面で観察した。



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

すべり面上盤側の古安田層中にみられるNNW方

向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP面と判断

され，この構造を切るSSE方向下がりのせん断

面がR1面と判断される。断層面との配置から，

上盤側がSSE方向へ向かう正断層変位が推定さ

れる。
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2.4 古安田層と西山層の境界面の性状分析（変位センスの確認-薄片観察）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

古安田層と西山層の境界

のすべり面は，研磨片及

び薄片観察によって，

SSE方向へ向かう正断層

と判断され，その方向はF

３立坑付近の西山層上限

面の最大傾斜方向にぼぼ

一致する。
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2.4 古安田層と西山層の境界面の性状分析（すべりの方向）

・走向・傾斜は偏角補正済



1 Ｖ２断層に関する分析結果

2 Ｆ３断層に関する分析結果

3 Ｆ５断層に関する分析結果

4 α・β断層に関する分析結果

5 ①・②断層に関する分析結果

6 帯磁率に関する分析結果

7 その他の断層に関する評価

8 KK-f測線にみられる断層の評価

9 基盤上限面等の地形
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

Ｆ5立坑横坑部西壁においては，低角度断層及び高角度断層は，F5断層から連続していることから，

これらは一連の断層として活動したと考えられる。

Ｆ5立坑横坑部西壁地質スケッチ(平成26年9月～12月)

Ｆ5立坑横坑部西壁の古安田層の復元図

Ｆ5立坑横坑部西壁 16-19基(崩壊後，平成27年3月)
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

Ｆ5立坑横坑部東壁地質スケッチ(平成26年9月～12月)

Ｆ5立坑横坑部東壁の古安田層の復元図

Ｆ5立坑横坑部東壁 16-19基(平成26年9月～12月)

Ｆ5立坑横坑部西壁においては，低角度断層及び高角度断層は，F5断層から連続していることから，

これらは一連の断層として活動したと考えられる。
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

Ｆ５断層先端部の西山層がオーバーハング

している部分の古安田層との境界面は凹凸

があり，鏡肌・条線は認められない。境界

面に付着する礫についても引きずりの痕跡

が認められないことから，不整合面と判断

される。
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

Ｆ５断層先端部上方延長の

古安田層には，正断層変位

を示す小断層が分布してお

り，その条線の方向は高角

度断層及び低角度断層と同

様の方向を示す。

走向・傾斜は偏角補正済
み
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

東壁，西壁崩壊前及び西壁崩壊後の

いずれの壁面においても，古安田層

中に逆断層による構造は認められな

い。
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

Ｆ５立坑横坑部スケッチ位置図
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3.1 F5断層の運動像（F5立坑横坑部壁面観察）

Ｆ５立坑横坑部において，F5断層・低角度断層・高角度断層の条線方向を測定するととも

に，それらの断層の変位センスを確認するための研磨片及び薄片作製用試料を採取した。

走向・傾斜は偏角補正済

N83W26S N76W72N N86W80N N56W54S N68W40S

N89E29S
N88E12S

N68W4S

N86W62S

N88W12S

N84E4S

N73W56S
N58W62SN72W58N

N76W24S
N86W31S

Ｆ５立坑横坑部形状図Ｆ５立坑概略位置図
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3.1 F5断層の運動像（Ｆ５断層の変位センスの確認（１）F5-1A研磨片）

Ｆ５断層粘土部にはSSE方向

下がりのP面が認められ，断

層面との配置から，上盤側が

NNW方向へ向かう逆断層変

位が推定される。

研磨片及び薄片は，断層面に直交，かつ
条線に平行な面で観察した。

F5-1A研磨片観察結果

F5-1A研磨片観察結果（赤枠内拡大）
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3.1 F5断層の運動像（Ｆ５断層の変位センスの確認（２）F5-1A 薄片１）

Ｆ５断層粘土部のSSE方向下がりの系統的な粘土鉱物の

配列がP面と判断され，断層面との配置から，上盤側が

NNE方向へ向かう逆断層変位が推定される。
F5-1A(その１)薄片観察結果

F5-1A(その１)薄片観察結果（赤枠内の拡大）
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3.1 F5断層の運動像（Ｆ５断層の変位センスの確認（３）F5-1A 薄片2）

Ｆ５断層粘土部のSSE方向下がりの系統的な粘土鉱物の

配列がP面と判断され，断層面との配置から，上盤側が

NNW方向へ向かう逆断層変位が推定される。
F5-1A(その２)薄片観察結果

F5-1A(その２)薄片観察結果（赤枠内の拡大）
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3.1 F5断層の運動像（Ｆ５断層の変位センスの確認（４）F5-1B 研磨片）

Ｆ５断層粘土部のNE方向下がりの細片

の長軸方向の配列がP面と判断され，

断層面との配置から，上盤側がSW方

向へ向かう正断層変位が推定される。

研磨片及び薄片は，断層面に直交，
かつ条線に平行な面で観察した。
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3.1 F5断層の運動像（Ｆ５断層変位センスの確認（５）F5-1B 薄片１）

Ｆ５断層粘土部のNE方向下がりの系統的な粘土鉱物の

配列がP面と判断され，断層面との配置から，上盤側が

SW方向へ向かう正断層変位が推定される。
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3.1 F5断層の運動像（Ｆ５断層の変位センスの確認（6）F5-1B 薄片２）

Ｆ５断層粘土部のNE方向下がりの系統的な粘土鉱物の

配列がP面と判断され，断層面との配置から，上盤側が

SW方向へ向かう正断層変位が推定される。
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3.1 F5断層の運動像（低角度断層の変位センスの確認（１）低角度１研磨片）

低角度断層上盤側のNNE方向下がりの砂粒子の配列及び

褐色シルト層がP面と判断され，断層面との配置から，

上盤側がSSW方向へ向かう正断層変位が推定される。

研磨片及び薄片は，断層面に直交，
かつ条線に平行な面で観察した。

※ 走向・傾斜は偏角補正済
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3.1 F5断層の運動像（低角度断層の変位センスの確認（２）低角度１薄片１）

低角度断層上盤側のNNE方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列

及び石英粒子の長軸の配列がP面と判断され，断層面との配置か

ら，上盤側がSSW方向へ向かう正断層変位が推定される。
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3.1 F5断層の運動像（低角度断層の変位センスの確認（２）低角度１薄片2）

低角度断層上盤側のNNE方向下がりの系統的な粘土鉱物の

配列がP面と判断され，断層面との配置から，上盤側が

SSW方向へ向かう正断層変位が推定される。
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3.1 F5断層の運動像（まとめ）

横坑壁面等に関する詳細な観察の結果，F5断層にはNNW-SSE～E-W方向とNE-SW～N-S方向の2方向の条線が認められる。

NNW-SSE～E-W方向の条線を示す運動については，研磨片，薄片の観察結果から逆断層センスの動きであること，条線の方向が褶曲軸に高角度に交
差する関係にあることから，褶曲運動に関連した活動で形成されたものと判断される。

NE-SW～N-S方向の条線を示す運動については，研磨片，薄片及び横坑壁面の観察結果から正断層センスの動きであること，条線の方向がＦ5断層の
最大傾斜方向であり，かつ褶曲運動に伴う動きとは調和しないことから，褶曲運動に関連して形成されたものではないと判断される。

※ 等高線図は西山層上限で1m間隔
Ｆ5断層は上限面に投影

※ 走向・傾斜は偏角補正済

※ 走向・傾斜は偏角補正済

※ 走向・傾斜は偏角補正済



F5-11孔の深度25.9ｍにみられる高角度割れ目は，これを挟んで細粒砂密集部による葉理に変位が

認められないことから，断層ではないと判断される。
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3.2 MIS7の古安田層中の割れ目の評価（Ｆ5立坑ボーリング調査）

※これらのボーリングはボアホールテレビ観察を実施していないため，断層の走向は不明である。図中の断層推定線(赤波線)は，
断層の走向が断面と直交し，かつ傾斜方向がＦ５立坑におけるＦ５断層先端の方向に向かうと仮定した場合のものである。

Ｆ５立坑近傍の地質断面図※

割れ目分布位置



断層推定線

Ｆ５立坑近傍の地質断面図
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3.3 低角度断層の連続性（Ｆ5立坑ボーリング調査）

-30 -30

-40 -40

標高
(m)

標高
(m)

F5-6 F5-10F5-5
地層の勾配方向と

断層変位センスが整合しない
→これより下方へ連続しない

断層なし
→これより北に連続しない

F5-7 F5-11 F5-8

立坑調査で確認された低角度断層は，F5-6孔までは確認されるが，F5-10孔より北では確認されないことから，これより北方へ連続しないと判断される。

F5-10孔の変位量不明の断層に連続する場合および変位量2cmの断層に連続する場合のいずれにおいても，地層の勾配方向と断層変位センスが整合しない

ことから，これより上方に連続しないと判断される。

F5-7孔の変位量2cm及び変位量1.3cmの小断層は，それらの下方延長にある地層の勾配方向と断層変位センスが整合しないことから，これより下方に連

続しないと判断される。

Ｆ5-10孔
標高-27.27m
～-27.33m

Ｆ5-7孔
標高-27.30m

～27.44m

Ｆ5-11孔
標高-27.20m
～-27.35m

Ｆ5-8孔
標高-27.12m
～-27.29m

古安田層中の細粒砂層

不整合面

※古安田層と西山層の境界は凹凸のある
面からなる。（不整合面直下の水平な筋
は，掘削によるキズである。）

古安田層～西山層間の不整合面

S← →N
Ｐ.49参照

細粒砂 細粒砂混じり
シルト

細粒砂

シルト混じり
細粒砂

Ｆ5-10孔
標高-31.64ｍ

高角度断層
傾斜66°

Ｐ.49参照

古安田層中の高角度断層

F5-4

39‰
55‰

2

180‰

地層の勾配方向と
断層変位センスが整合しない
→これより上方へ連続しない

2

1.3

※○の添え字は変位量（㎝）を示す。
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3.3 南傾斜高角度断層の連続性（Ｆ5立坑ボーリング調査）

F5-6 F5-10F5-5

-30 -30

-40 -40

標高
(m) 標高

(m)

F5-7S← →N

立坑調査で確認された南傾斜高角度断層とボーリングで確認された断層が連続する場合には，それらの上方

延長上にある地層がほぼ水平または勾配方向と断層変位センスが整合しないこと，並びに，F5-10孔の標

高ｰ32ｍ以深及びF5-7孔の標高ｰ27ｍ以深には断層が確認されないことから，これらより上方または北方に

連続しないと判断される。

地層の勾配方向と
断層変位センスが整合しない
→これより上方へ連続しない

Ｆ5-5孔
標高-27.10m
～-27.12m

Ｆ5-6孔
標高-27.09m
～-27.16m

Ｆ5-10孔
標高-27.02m
～-27.09m

Ｆ5-7孔
標高-27.14m
～-27.15m

古安田層中の細粒砂層

※古安田層の標高-27ｍ付近に挟在する細粒砂～細粒砂混じりシルト層はほぼ水平に連続する。

Ｐ.50参照

細粒砂
近傍に腐植物が点在

細粒砂混じりシルト
腐植物が点在

シルト混じり細粒砂
近傍に腐植物が点在

細粒砂混じりシルト
腐植物が点在

Ｆ５立坑近傍の地質断面図（拡大）

地層の勾配方向と
断層変位センスが整合しない
→これより上方へ連続しない

F5-4 F5-11 F5-8

断層なし
→これより北に連続しない

地層の勾配はほぼ水平
→これより上方へ連続しない

地層の勾配はほぼ水平
→これより上方へ連続しない

断層なし
→これより北に連続しない

99‰

20‰

-13‰

180‰

55‰
39‰

地層の勾配方向と
断層変位センスが整合しない
→これより下方へ連続しない

4.5

2

1.3

2

※○の添え字は変位量（㎝）を示す。

断層推定線

Ｆ５立坑近傍の地質断面図（全体）
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3.3 F5-10孔以北の小断層の連続性（Ｆ5立坑ボーリング調査）

F5-11孔及びF5-8孔の標高-31ｍ付近以浅の変位量2cm～5cmの小断層は，これらの下方延長上にある地

層がほぼ水平または勾配方向と断層変位センスが整合しないこと，南方延長上のF5-7孔の標高-26ｍ以深に

は断層が認められないことから，これらより下方または南方へ連続しないと判断される。

Ｆ５立坑近傍の地質断面図（拡大）

F5-10 F5-7 F5-11 F5-8
標高
(m) 標高

(m)

S← →N

断層なし
→これより下方に連続しない

-30 -30

-40 -40

88‰

地層の勾配方向と
断層変位センスが整合しない
→これより下方へ連続しない

0‰

地層の勾配はほぼ水平
→これより下方へ連続しない

3.5

2
5

2
2

※○の添え字は変位量（㎝）を示す。

断層推定線

Ｆ５立坑近傍の地質断面図（全体）



Ｆ５立坑近傍の地質断面図（拡大）

-30 -30

-40 -40

標高
(m)

標高
(m)

S← →NF5-3 F5-4F5-2

地層の勾配はほぼ水平
→これより上方へ連続しない
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3.3 北傾斜高角度断層の連続性（Ｆ5立坑ボーリング調査）

断層なし
→これより北に連続しない

Ｐ.51参照古安田層中の細～中粒砂層

F5-1

立坑調査で確認された北傾斜高角度断層とボーリングで確認された断層が連続する場合には，それらの上方延長にある地層の勾配が

ほぼ水平であること，F5-3孔の標高-33ｍ以深に断層が認められないことから，これより上方に連続しないと判断される。

-12‰

-5‰ -3‰1.5

0.5
10

1
1.1

※○の添え字は変位量（㎝）を示す。

断層推定線

Ｆ５立坑近傍の地質断面図（全体）
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3.4 火山灰分析：阿多鳥浜テフラ（Ｆ５立坑ボーリング調査）

F5-1 孔の掘削深度20.08m に分布する

テフラは，火山ガラスの主成分分析及び屈

折率分析の結果から，阿多鳥浜テフラ

（Ata-Th：約24 万年前）に対比される。

コア写真（F5-1孔：深度20m付近）

火山ガラスの屈折率分析結果
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3.4 火山灰分析：加久藤テフラ（Ｆ５立坑ボーリング調査）

F5-2 孔の掘削深度37.37m 及びF5-4 孔の掘

削深度37.67m に分布するテフラは，火山ガラ

スの主成分分析及び屈折率分析の結果から，加

久藤テフラ（Kkt：約33～34 万年前）に対比

される。

コア写真（F5-2孔：深度37m付近）

コア写真（F5-4孔：深度37m付近）
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3.5 ボーリングコア写真１（Ｆ５立坑ボーリング調査）

Ｆ5-10孔 Ｆ5-7孔 Ｆ5-11孔 Ｆ5-8孔

古安田層中の細粒砂層のコア写真

Ｆ5-10孔
標高-31.64m

高角度断層
傾斜66°
変位量：コア範囲以上

古安田層中の
高角度断層のコア写真

※断層上盤側は比較的均質なシル
ト層，下盤側は腐植層を縞状に挟
むシルト層からなり，上下盤の走
祖が対応しない。腐植層の引きず
りが見られ，正断層変位が推定さ
れる。
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3.5 ボーリングコア写真２（Ｆ５立坑ボーリング調査）

Ｆ5-5孔 Ｆ5-6孔 Ｆ5-10孔 Ｆ5-7孔

古安田層中の細粒砂層の連続（標高-27ｍ付近）
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3.5 ボーリングコア写真３（Ｆ５立坑ボーリング調査）

上位の細～中粒砂（暗色部）を主体としシルト層
を挟む層相から，標高-30ｍ付近でシルト～砂質
シルト（明色部）を主体とする層相に変化してい
る。

古安田層中の細～中粒砂層のコア写真

※
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3.6 古安田層の勾配（Ｆ５立坑ボーリング調査）

西壁 -185 -38 -73 -69 -45 -37 -12 -35 -71 -24 29 61

東壁 53 -59 -86 8 -76 -17 16 -10

（‰）

Ｆ５立坑横坑部における古安田層の勾配(絶対値) 最大値185‰，最小値8‰，平均値50.2‰

正値：北傾斜，負値：南傾斜

Ｆ５断層

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９
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3.7 F5断層CTスキャン結果（荒浜側防潮堤付近ボーリング調査）

F5-17孔のＦ５断層は，上面境界が下面境界に比べてシャープである。

F5-16孔のＦ５断層は，掘削時にやや組織が乱れている可能性があるが，全体としては上

面境界，下面境界ともにシャープである。

F5-17孔

Ｆ５断層 下面深度42.30m 標高-36.99m

F5-16孔

Ｆ５断層 下面深度40.49m 標高-35.11m

0 10㎝

0 10㎝
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3.8 古安田層中の小断層の評価（荒浜側防潮堤付近ボーリング調査）

荒浜側防潮堤付近のボーリング調査結果によると，古安田層中に複数の小断層が確

認された（左図の黒丸）。

これらの小断層とF５断層の関連性について，F5立坑調査の結果等を踏まえ次の特

徴を持つものをF５断層に関連しないものと判断した。

・傾斜が低～中角（55°以下）

・変位量が小（2cm以下）

・小断層の走向・傾斜とF５断層の連続性が無し

検討の結果，いずれの小断層も立坑調査で認められたF５断層の正断層活動に伴う

小断層の特徴を有しない。

また，前述のとおり，F５断層の条線からは立坑調査で認められた正断層活動はな

く，堆積構造からも断層活動が想定されないことも合わせ考えると，これら小断層

はF５断層と関連しないものと判断される。

次のいずれかに該当
・傾斜55°以下
・変位量2cm以下
・F５断層へ連続しない走向・傾斜

MIS7の古安田層に分布する小断層の性状 MIS９の古安田層に分布する小断層の性状

変位量
セ

ン

ス

F5-13 -18.29 75 - 0.5㎝ 正 下方への連続なし

F5-13 -18.75 30 - 0.5㎝ 正

F5-13 -19.33 75 - 0.5㎝ 正

F5-13 -19.44 60 - 0.3㎝ 正

F5-13 -20.79 80-90 - 0.3㎝ 正 下方へ連続なし

F5-14 -17.60 40 - 2㎝ 正

F5-14 -18.58 30 - 1㎝ 正

F5-14 -18.81 50 - 2㎝ 正

F5-16 -18.04 30 - 1㎝ 正

F5-16 -18.32 65 - 0.5㎝ 正

F5-16 -18.36 65 - 1㎝ 正

F5-16 -29.69 90 - 1.5㎝ 正

F5-16 -29.85 50 - 2㎝ 正

F5-17 -16.41 50 N37E51N 1.5㎝ 正

F5-17 -19.45 76 N48E74S 2㎝ 正

変位
走向傾斜

（BHTV)
 傾斜(コア) 標高T.M.S.L.m孔名 その他

変位量
セ

ン

ス

F5-13 -32.00 45 -

F5-13 -32.20 45 -

F5-14 -29.45 0 N7E8W

F5-14 -29.68 70 不明 断層の延長方向にF５断層なし

F5-14 -29.93 45 N80W49S コア以上 不明

F5-14 -30.98 40 N79E58N

F5-14 -31.08 55 不明 0.2㎝ 正

F5-14 -31.25 45 N61E47S

F5-15 -27.62 5 -

F5-15 -27.69 60 不明 1㎝ 正

F5-15 -27.72 64 不明 0.3㎝ 正

F5-15 -28.23 50 N39E52S

F5-15 -28.30 60 N10E69S

F5-15 -28.61 30 不明

F5-15 -28.66 55 N57E45S 断層の延長方向にF５断層なし

F5-15 -29.33 48 不明

F5-15 -29.60 50 N32E60S

F5-15 -29.72 47 不明 0.5㎝ 正

F5-15 -29.84 60 不明 断層の延長方向にF５断層なし

F5-15 -29.94 50 不明

F5-15 -30.09 45 N33W50N

F5-15 -30.19 50 N41W45S コア以上 不明

F5-15 -30.49 60 N77W66S コア以上 正 断層の延長方向にF５断層なし

不明

不明

不明

不明

不明

不明

変位

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

その他
走向傾斜
（BHTV)

 傾斜(コア) 標高T.M.S.L.m孔名

F5-17 F5-16 F5-13 F5-14 F5-15 F5-17 F5-16 F5-13 F5-14 F5-15標高(m)標高(m)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

古安田層中の小断層（全て） 古安田層中の小断層（評価後）
Np-6，Nt-15：西山層の鍵層
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3.8 古安田層中の小断層の評価（荒浜側防潮堤付近ボーリング調査）

古安田層中の小断層をBHTV観察による走向・傾斜で整理した。

MIS9堆積物中の小断層は，走向がばらつき方向性は認められない。傾斜は，低角な8°を除くと，45°～69°の範囲にあ

り，中角度のものが多い。

走向・傾斜において，立坑調査で認められたF5断層の正断層活動に伴う小断層と類似するものはF5-15孔の標高-30.49m

に分布するN77W66Sの小断層であるが，この小断層は位置関係からF5断層に連続するものではない。

古安田層 MIS7堆積物中に認められる小断層は，変位量が小さくコアの中で消滅するものがみられること，断層粘土や破砕部

が認められないこと，傾斜に系統性が認められないこと等から，地層の未固結時に圧密沈下量の差などによって形成された

と考えられる。

次のいずれかに該当
・傾斜55°以下
・変位量2cm以下
・F５断層へ連続しない走向・傾斜

MIS7の古安田層に分布する小断層の性状

変位量
セ

ン

ス

F5-13 -18.29 75 - 0.5㎝ 正 下方への連続なし

F5-13 -18.75 30 - 0.5㎝ 正

F5-13 -19.33 75 - 0.5㎝ 正

F5-13 -19.44 60 - 0.3㎝ 正

F5-13 -20.79 80-90 - 0.3㎝ 正 下方へ連続なし

F5-14 -17.60 40 - 2㎝ 正

F5-14 -18.58 30 - 1㎝ 正

F5-14 -18.81 50 - 2㎝ 正

F5-16 -18.04 30 - 1㎝ 正

F5-16 -18.32 65 - 0.5㎝ 正

F5-16 -18.36 65 - 1㎝ 正

F5-16 -29.69 90 - 1.5㎝ 正

F5-16 -29.85 50 - 2㎝ 正

F5-17 -16.41 50 N37E51N 1.5㎝ 正

F5-17 -19.45 76 N48E74S 2㎝ 正

変位
走向傾斜

（BHTV)
 傾斜(コア) 標高T.M.S.L.m孔名 その他

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

MIS９の古安田層に分布する小断層の性状

変位量
セ

ン

ス

F5-13 -32.00 45 -

F5-13 -32.20 45 -

F5-14 -29.45 0 N7E8W

F5-14 -29.68 70 不明 断層の延長方向にF５断層なし

F5-14 -29.93 45 N80W49S コア以上 不明

F5-14 -30.98 40 N79E58N

F5-14 -31.08 55 不明 0.2㎝ 正

F5-14 -31.25 45 N61E47S

F5-15 -27.62 5 -

F5-15 -27.69 60 不明 1㎝ 正

F5-15 -27.72 64 不明 0.3㎝ 正

F5-15 -28.23 50 N39E52S

F5-15 -28.30 60 N10E69S

F5-15 -28.61 30 不明

F5-15 -28.66 55 N57E45S 断層の延長方向にF５断層なし

F5-15 -29.33 48 不明

F5-15 -29.60 50 N32E60S

F5-15 -29.72 47 不明 0.5㎝ 正

F5-15 -29.84 60 不明 断層の延長方向にF５断層なし

F5-15 -29.94 50 不明

F5-15 -30.09 45 N33W50N

F5-15 -30.19 50 N41W45S コア以上 不明

F5-15 -30.49 60 N77W66S コア以上 正 断層の延長方向にF５断層なし

不明

不明

不明

不明

不明

不明

変位

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

その他
走向傾斜
（BHTV)

 傾斜(コア) 標高T.M.S.L.m孔名

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

38

20

37

2330

27

1532

28

36

21

14

18

小断層の状況写真

MIS７堆積物中の小断層の例

F5-14孔 番号7

F5-13孔 番号2

F5-14孔 番号２２F5-13孔 番号17

MIS９堆積物中の小断層の例
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3.9 ４号炉南側のボーリング調査結果

F5立坑周辺の状況を確認するため，４号炉原子炉建屋南側でボーリン

グ調査を実施した（F5-12孔）。

調査結果によると，F５断層の上載層の古安田層は，MIS9堆積物とこ

れを不整合に覆うMIS7堆積物からなる。

古安田層のMIS9堆積物には小断層が確認されたものの，MIS7堆積物

中には小断層は認められない。



1 Ｖ２断層に関する分析結果

2 Ｆ３断層に関する分析結果

3 Ｆ５断層に関する分析結果

4 α・β断層に関する分析結果

5 ①・②断層に関する分析結果

6 帯磁率に関する分析結果

7 その他の断層に関する評価

8 KK-f測線にみられる断層の評価

9 基盤上限面等の地形
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番神砂層・大湊砂層基底面（古安田層上限面に等しい）は，１号炉北半部から２号炉周辺にかけて標高20ｍ

～30ｍ程度の緩斜面～平坦面からなる高まりを形成しており，その周囲はやや急な斜面となっている。

１号炉北側法面の東半部に分布する大湊砂層は，この緩斜面～平坦面を覆って堆積している。

番神砂層・大湊砂層基底面等高線図

位置図
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4.1 大湊砂層の原地形における分布（大湊砂層基底面の形状）

新期砂層・沖積層



地質断面図

大湊砂層は，１号炉北側法面では古安田層上限面の緩斜面～平坦面を覆って標高27ｍ～34ｍ付近に分布して

おり，南側に緩やかに高度を下げながら連続している。

１号炉+8ｍ坑切羽は標高12ｍ～14ｍ付近にあり，上記の緩斜面～平坦面から南に傾斜する斜面の肩部付近に

位置している。

同切羽では西山層を水平な成層構造を示す水成砂層が覆っており，層相及び分布位置から１号炉北側法面に

分布する大湊砂層と一連の堆積物と判断される。

59

4.1 大湊砂層の分布（１号炉北側法面～１号炉+8ｍ坑断面図）

新期砂層

・沖積層

新期砂層

・沖積層



α断層粘土部の下面には不明瞭な条線が認められる。条線の方向は，

断層面の走向・傾斜 N4E77Eに対してレイク角 75Lと，高角度であ

ることから，α断層は鉛直変位成分が卓越する断層と判断される。

60

4.2 α断層の運動像の分析（A-2孔(α２)ボーリングコア）

ボアホールテレビ
展開画像

ボアホールテレビ孔壁画像
※ 走向・傾斜は偏角補正済



α断層粘土部及び断層上盤側に認められる断層面に対して，左下がりのせん断面がR1面と判断

され，断層面との配置から東落ちの正断層変位が推定される。
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4.2 α断層の運動像の分析（ A-2孔(α2)研磨片）

研磨片及び薄片は，断層面に直交，かつ
条線に平行な面で観察した。

※ 走向・傾斜は偏角補正済



α断層粘土部に認められる断層面に対して，左

下がりのせん断面がR1面と判断され，断層面と

の配置から，東落ちの正断層変位が推定される。
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4.2 α断層の運動像の分析（ A-2孔(α2)薄片）



β断層粘土部の下面には明瞭な条線が認められる。条線の方向は，断

層面の走向・傾斜 N4E75Eに対してレイク角 90と，最大傾斜方向

を示すことから，β断層は鉛直変位成分が主体の断層と判断される。
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4.3 β断層の運動像の分析（A-2孔(β２)ボーリングコア）

ボアホールテレビ
展開画像

ボアホールテレビ孔壁画像

※ 走向・傾斜は偏角補正済



研磨片及び薄片

は，断層面に直

交，かつ条線に

平行な面で観察

した。β断層粘土部及び断層上盤側に認められる断層面に対し

て左下がりのせん断面がR1面と判断され，断層上盤側に

認められる断層面に対して右下がりの砂粒の配列がP面

と判断される。それらの面と断層面との配置から，東落

ちの正断層変位が推定される。
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4.3 β断層の運動像の分析（A-2孔(β２)研磨片）

研磨片及び薄片は，断層面に直交，かつ
条線に平行な面で観察した。

※ 走向・傾斜は偏角補正済



β断層の断層粘土部に認められる断層面に対し

て，左下がりのせん断面がR1面と判断され，断

層上盤側に認められる断層面に対して右下がり

の系統的な粘土鉱物の配列がP面と判断される。

それらの面と断層面との配置から，東落ちの変

位が推定される。
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4.3 β断層の運動像の分析（A-2孔(β２)薄片）



α・β断層の粘土部と断層近傍の西山層につ

いてX線回折分析を行った結果，断層粘土部と

その近傍の西山層の鉱物組成に，有意な違い

は認められない。
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4.4 α・β断層の鉱物組成（X線回折分析結果）



α・β断層の系統と異なる断層は，隣接する

ボーリング孔に連続しない。

ボーリングで確認した鍵層をつないだ対比線

は，概ね平行に分布し，それぞれの鍵層の間

隔は，ほぼ一定であることから，α・β断層

の変位量の推定にあたり，それらの小断層の

影響はほとんどないと判断される。
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4.5 α・β断層の変位量評価とα・βと系統が異なる断層の影響

Ｎ

※ 走向・傾斜は偏角補正済



α・β断層の系統と異なる断層の走向・傾斜はばらついており，α・β断層の系統の他に方向の

集中は認められない。

α・β断層の系統と異なる断層は，隣接するボーリング孔に延長せず，連続性がない。

68

4.6 α・β断層の系統と異なる断層の評価

Ｎ



69

4.7 α・β断層の活動模式図



1 Ｖ２断層に関する分析結果

2 Ｆ３断層に関する分析結果

3 Ｆ５断層に関する分析結果

4 α・β断層に関する分析結果

5 ①・②断層に関する分析結果

6 帯磁率に関する分析結果

7 その他の断層に関する評価

8 KK-f測線にみられる断層の評価

9 基盤上限面等の地形
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①・②断層付近の横断面図（1ｰ1’断面~6-6’断面）及び縦断面図（A-A‘断面）を作成し，分布形態及び運動像
の検討を行った。

①・②断層の分布形態及び断面位置

荒浜側地質水平断面図（標高ｰ39ｍ）

５ ①・②断層の分布形態及び運動像

側方断層

側方断層

①断層

②断層



○：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト ○：砂礫層
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５ ①・②断層の分布形態及び運動像

２-２'断面図１-１'断面図

①

②

側方断層

側方断層

北西部の横断面では，地すべり土塊は底面をＦ5断層とし，南西側を①断
層，北東側を②断層に囲まれた逆台形を示している。

１-１’断面では，3S-22孔で①断層を，3S-18孔で②断層を確認しており，
地すべり土塊内で鍵層が落ち込んだ形態を示している。3S-22孔では，Nt-
17が欠如しNt-18とNt-16間の層厚が短縮していることから，地すべり土塊
内に正断層の分布が推定される。

２-２’断面では3S-3孔で①断層を確認しており，地すべり土塊内で鍵層が
落ち込んだ形態を示している。3S-3孔ではNt-17が欠如し，Nt-18とNt-16
間の層厚が短縮していること，3A-4孔においてもNt-17とNt-16間の層厚が
短縮していることから，地すべり土塊内に正断層の分布が推定される。

注）鍵層の走向・傾斜は，地すべり土塊の外側の構造と平行と仮定して表記。推定断層は，鍵層の分布
に不連続や鍵層間の層厚の短縮が見られる箇所に高角度正断層として表記。（他の断面図も同様）



○：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト ○：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト
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５ ①・②断層の分布形態及び運動像

４-４'断面図３-３'断面図

①

②

側方断層

側方断層

中央部の横断面では，地すべり土塊は北西部と同様の逆台形を示している。

３-３’断面では，3S-2孔及び水平ボーリング3S-6H孔で①断層を確認して
おり，地すべり土塊内で鍵層が落ち込んだ形態を示している。また，3S-
6H孔では，地すべり土塊内でNt-18を確認しているが，4K-16孔ではほぼ
同じ標高付近にNt-16を確認しており，鍵層の分布に不連続が見られる。

４-４’断面では，3S-5孔で①断層を，斜めボーリング3S-9H孔で①断層及
び②断層を確認しており，地すべり土塊内で鍵層が落ち込んだ形態を示し
ている。3S-9H孔ではNt-17とNt-16間の層厚が短縮していることから，地
すべり土塊内に正断層の分布が推定される。

古安田層の標高-25ｍ付近には砂礫層がほぼ水平に分布している。



○：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト ○：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト
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５ ①・②断層の分布形態及び運動像

６-６'断面図５-５'断面図

①

②

側方断層

側方断層

南東部の横断面においては，地すべり土塊は鍋底状の形態を示している。

５-５’断面では，3S-12孔で①断層を，3S-26孔で②断層を，3S-25孔では
側方断層を確認している。3S-26孔では，軽石からなる鍵層Np-7が地すべ
り土塊の内外で重複して確認されており，地すべり土塊が逆断層的に変位
したと推定される。

６-６’断面では，3S-13孔，3S-16孔及び3S-17孔で側方断層を確認してい
る。 3S-16孔では，Nt-16が地すべり土塊の内外で重複して確認されてい
ることから，地すべり土塊が逆断層的に変位したと推定される。

古安田層の標高-25ｍ付近には砂礫層がほぼ水平に分布し，標高-10数ｍ付
近には複数のボーリングで火山灰質～シルトの分布が確認されている。



○：砂礫層
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５ ①・②断層の分布形態及び運動像

Ａ-Ａ'断面図

縦断面においては，地すべり土塊は底面をＦ5断層とし，北西端及び南東
端を側方断層に囲まれた舟形を示している。

地すべり土塊北西端の側方断層は，南東落ちの高角度正断層からなり，南
東端の側方断層は，上盤側が南東に変位する低角度逆断層からなる。

地すべり土塊内部の鍵層は不連続な分布を示し，正断層によってブロック
化していることが推定される。

以上のことから，①・②断層すべり土塊は内部がブロック化して正断層的
に落ち込むとともに，全体としては北西から南東に移動し，南東端部で逆
断層的に変位したと判断される。

なお，地すべり土塊を覆う古安田層中には，標高-25ｍ付近に砂礫層がほ
ぼ水平な分布を示しており，①・②断層による変位・変形は受けていない
と判断される。

①

②

側方断層

側方断層

①・②断層すべり土塊
の大局的な移動方向



1 Ｖ２断層に関する分析結果

2 Ｆ３断層に関する分析結果

3 Ｆ５断層に関する分析結果

4 α・β断層に関する分析結果

5 ①・②断層に関する分析結果

6 帯磁率に関する分析結果

7 その他の断層に関する評価

8 KK-f測線にみられる断層の評価

9 基盤上限面等の地形
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西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，沖積層，古安田層と

も相対的に砂層で高く，シルト

層で低い傾向がみられる。

古安田層の砂質部については，

軽鉱物を多く含む箇所は帯磁率

が低く，重鉱物を多く含む箇所

は帯磁率が高い傾向がみられる。

沖積層の砂質部は，重鉱物を多

く含み，帯磁率が高い。

以上のように，帯磁率は重鉱物

の含有量に関係し，L1-3孔の古

安田層については，シルト層の

帯磁率が低く，砂質部で変動が

大きい他孔の古安田層の帯磁率

変化と同様の傾向を示している。
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6.1 沖積層と古安田層の帯磁率の比較

新期砂層・沖積層

帯磁率測定結果



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

沖積層の砂質部は，重鉱物を多く含み，帯磁率が高い。

古安田層の砂質部については，軽鉱物を多く含む箇所は帯磁率が低く，重鉱物を多く含む箇所は帯磁率が高い傾向

がみられる。
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6.1 沖積層と古安田層の帯磁率の比較



79

6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 L1立坑～海側）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

地層境界の定量的な認定を目的として，古安田層と西山層の

境界付近及び沖積層と西山層の境界付近のボーリングコアに

ついて，帯磁率測定を行った。

地質断面図（帯磁率測定位置）
地質断面図作成位置平面図



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

地層境界の定量的な認定を目的として，古安田層/西山層境界付近及び沖積層/西山層境界付近のボーリ

ングコアについて，帯磁率測定を行った。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 V2立坑～5号炉側，F3立坑付近）

地質断面図（帯磁率測定位置）

地質断面図作成位置平面図地質断面図（帯磁率測定位置）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

地層境界の定量的な認定を目的として，古安田層と西山

層の境界付近及び沖積層と西山層の境界付近のボーリン

グコアについて，帯磁率測定を行った。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 L1立坑～F3立坑～V2立坑）

地質断面図（帯磁率測定位置）

地質断面図作成位置平面図



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層の砂質部及び基底付近の礫を含む

部分で高く，西山層（泥岩）で低い。

深度 32.5ｍ付近の葉理が明瞭なシルト質砂で帯磁率が

低下している。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 L1-３孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層の砂質部で高く，西山層（泥岩）で

低い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 L1-5孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層基底付近の砂礫で高く，西山層

（泥岩）及び古安田層の砂質シルト及びシルト・砂互

層で低い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 L1-４’孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層基底付近の砂礫で高く，西山層

（泥岩）及び古安田層の砂質シルトで低い。古安田層

の砂礫を含む部分でやや高い傾向がみられる。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 L1-9孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，沖積層の砂質部で高く，西山層（泥岩）で

低い。沖積層の基底付近の砂質部では特に高く，シル

トではやや低い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 V2-2孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層の砂質部で高く，西山層（泥岩）

及び古安田層のシルト質部及び泥岩角礫密集部で低い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 V2-7孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層の泥岩礫を多く含むシルト質

砂礫で低く，西山層（泥岩）も低い。古安田層の

ノジュールを含む部分はやや高い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 F3-4孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層のシルト質部及び西山層（泥岩）

で低い。古安田層の砂礫を含む部分ではやや高いが，

礫が泥岩礫からなる部分では低い。

CT画像解析とコアの再観察結果から，古安田層/西山

層境界を深度 21.30ｍから深度 21.40ｍに修正した。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 F3-5孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

沖積層の砂室部の帯磁率は変動なく極めて高く，帯

磁率が低い西山層（泥岩）とは明瞭に区分できる。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 Va-3孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，沖積層の砂で極めて高く，西山層泥岩

並びに古安田層のシルト及び泥岩礫密集部で低い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 F3-2孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層のシルト質部でやや低く，西

山層泥岩で低い。古安田層の泥岩以外の密度の高

い礫を含む部分で高い。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 V2-1孔）



西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

帯磁率は，古安田層の粘土・砂互層，西山層泥岩

ともに低い。

グラウンドアンカーをくり抜いた箇所がある。
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6.2 地層境界の帯磁率測定結果（帯磁率測定位置 Va-１’孔）


